
患者さんの思いを尊重し、

生活を踏まえた看護を

提供しています。

9－1 病棟では、頭頚部腫瘍の患者さんが多く入院して

おり、主な治療法は、手術療法と放射線化学療法です。

治療中、痛みや吐き気などで食事摂取が困難になるこ

とがあるため、苦痛の緩和に努め、患者さんに合った

栄養管理を実践しています。また、術式や病態により、

難聴や失声のある患者さんが多いです。そのため、表

情など言葉以外の情報から、「患者さんの伝えたい思

い」を汲み取るコミュニケーションを大切にしています。
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